
施設中長期計画（令和7年7月7日）の概要

背景

従来の研究開発を継続する施設や目的を終了したため廃止する施設に加え、将来の研究開発
や人材育成等のニーズに対応するため、目的を終了した施設を活用する

➢ 継続利用施設：46施設
－当初の研究開発目的を変更せずに、目的が終了するまで継続して使用する計画の施設

➢ 利活用施設：５施設
－必要な不稼働設備の解体撤去等の廃止措置作業を実施した後、使用目的を変更して利活用する計画を有する施設

➢ 維持管理施設：14施設
－将来の利活用や廃止を検討するために当面維持管理を実施する施設

➢ 廃止施設：24施設
－当初の使用目的が終了し、核燃料物質の搬出、除染、設備解体、放射性廃棄物の搬出等の廃止措置作業を実施した後、
管理区域の解除を実施する施設又は建家の解体までを実施する施設

原子力機構が目指す将来像、“原子力（ニュークリア）と再生可能（リニューアブル）エネルギーが
融合することで実現する新しい持続可能な未来社会”の実現に向け、原子力機構の重要な資源で
ある原子力施設を有効的に活用していく計画を策定

方針

施設の分類の見直し

結果



別表１ 全原子力施設分類マップ
（継続利用施設、維持管理施設、利活用施設、廃止施設）
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